































                                                   
1 「新制高等学校教科課程の改正について」発学第 448号、1948年 10月 11日。 
2 「高等学校社会科日本史、世界史の学習指導について」発教第 247号、1949年 4月 11日。 






































  はじめは、世界史を、東洋史と西洋史に分けて受け持ちました。昭和 24（1949）





7 東京都立板橋高校定時制で 1949年 4月から 1年間講師をした小林新三は、「社会」と「英語」を担
当したが、このときに「世界史」はなかったと回想している（2010年 7月の発言。「インタビュー記
































史の担当者と西洋史の担当者が 5単位の「世界史」を 2単位と 3単位に分けて別々の
教科書（副教材）を用いて授業を受け持つことは、教える教師にとっても、教わる生
徒にとっても都合がよいことと見なされたものと推測される。特に大学入試を念頭に
                                                   
9 「インタビュー記録 歴史教育体験を聞く 野口和子先生」（『歴史教育史研究』第 7号、歴史教育
史研究会、2009年 12月、90頁）。 


































                                                   
12 1953年 4月に秋田県立秋田高校に入学した原田善治は、2年生で選択した「世界史」が東洋史と西
洋史に分かれて別々の教師の担当で実施されていたことを述べている（2013年 9月の発言。「インタ




































                                                   
14 菱刈隆永「教科書について思うこと」（『歴史教育研究』第 56号、歴史教育研究所、1974年 7月、1
頁）。 








































                                                   




20 大熊圭祐「私の卒業論文 西部劇の舞台にアメリカ史の原点を求めて」（『歴史教育研究』第 64号、
歴史教育研究所、1980年 3月、40～41頁）。後に、歴史教育研究所、荒井信一・吉村徳蔵編『歴史学
への旅立ち 下』（三省堂、1981年、152～153頁）に再録されている。 






























 このような状況下で、授業を担当する教師によって 1949 年度から社会科としての
「世界史」の授業を検討していた事例が確認できる。 
 
                                                   
22 前掲「シンポジウム・その一 二十五年目の世界史教育」、4～5頁。 




































                                                   






































1949 年 7 月の「討論」で橘は、「社会科世界史は学問的な要請から生れたというよ
りは、むしろ教育的な要請から生れたと申してよいと思います」と、教師として「社
                                                   
33 同上。なお、原文の右側に付された傍点を引用では上に付した。 


























  １ 誘導係生徒の選定 
  ２ 単元への導入 
  ３ 作業課題及び同目標の決定 
  ４ 班の編成 
  ５ 作業単元及び同目標の決定 
  ６ 学習単元及び同目標の決定 
  ７ 学習活動予定の編成 
 二 個人学習の段階。 
  １ 研究資料の選択 
  ２ 資料の理解及び整理 
  ３ 作業課題の研究、報告書の作成。 
 三 班の学習の段階 
  １ 作業課題研究報告の班内発表 
  ２ 各個人の研究成果の理解整理 
  ３ 作業単元の研究報告書の作成 
  ４ 発表の為の準備 
 四 級学習の段階 
  １ 発表及び質疑応答 
  ２ 単元整理43 
                                                   


































                                                   
44 橘自身の回想では、「まとめるもっと以前で…実際にこういうことで授業していると」いうものと







































                                                   
50 前掲「高等学校社会科日本史、世界史の学習指導について」（1949年 4月 11日）。 
51 広島史学研究会編（杉本直治郎・千代田謙・上野実義責任編集）『世界史研究』上巻・下巻、柳原
書店、1950年 3月 5日（上巻）・同年 8月 25日（下巻）。 














単元 章 節・項目 







































                                                                                                                                   
内容の配列や執筆分担などが討議された」と回想している（藤井千之助「歴史教育論攷（3）―世界
史教科書について―」〔『広島経済大学研究論集』第 18号第 4号、広島経済大学経済学会、1996年 3
月〕。後に「世界史教科書について」と改題されて、藤井千之助『歴史教育研究序説』〔広島経済大学
地域経済研究所、1997年〕に再録）。 






























































新しい文化の課題   
二つの世界、現代文化（原子力時代）、討論会 























































































                                                   
66 同上、3頁。 
67 日教組近畿協議会高等学校教科書編纂委員会編（執筆責任・原随園）『新考世界史』上巻・下巻、
教育タイムス社出版部、1950年 2月 25日（上巻）・同年 4月 25日（下巻）。 
68 信濃教育会編『新稿世界史』信濃教育会出版部、1950年 4月 15日。 



































                                                   
70 前掲「討論 世界史の基本問題」、13～14頁。橘は、東京都立文京高校では 2年生で「世界史」を
「準必須」としていたとも述べている（同、8頁）。 




巻第 3号、文部省中等教育課、1952年 4月）。芦野は「千葉県指導主事」である。 
18 
表 2：千葉県公立高校 3年生の社会科選択科目の履修状況（1951年 11月現在） 
 人員 計 5129 
教科 科目 選択人数 百分率 
社会 日本史 3128 61.0 
 世界史   3548 69.2 
人文地理   2463 48.0 
時事問題   1380 26.9 
計  10519 205.1 
平均一人当り単位数  10.3 
注：芦野孝一「千葉県における高校選択科目（通常普通課程）に実際について」（『中等教育資料』
第 1巻第 3号、文部省中等教育課、1952年 4月、17頁）に掲載の表から引用。 
 
 1951年 11月の 3年生は、1949年 4月に高校に入学し、1年次に「一般社会」を全
員が履修した後に、1950年度・1951年度の 2・3年次に「世界史」を含めた社会科の










表 3：高校普通課程 3年生の社会科選択科目の科目別履修状況（1952年 7月現在） 
 普通総合高
校種別 



















時事問題 21.7% 18.0% 26.9% 14.6%  22.0% 
人文地理 54.3% 50.4% 58.6% 42.7%  53.6% 
世界史 58.3% 75.9% 68.1% 78.6%  71.1% 
日本史 63.8% 65.2% 63.0% 79.0%  65.9% 
                                                   
74 「高等学校生徒の選択科目選択状況および卒業単位取得状況について〔その１〕」（『中等教育資料』
第 1巻第 11号、文部省中等教育課、1952年 11月）、および「高等学校生徒の選択科目選択状況につ







 1952年 7月の 3年生は、1950年 4月に高校に入学した生徒たちである。表での記載



























                                                   
75 ただし、これらの 2つの調査は基本的に公立高校の全日制普通課程を対象としたものであるので、
「世界史」選択に関わる高校全体として正確な数字は確認できていない。特に、工業高校などでは「一
般社会」に加えて、選択科目を 1つだけ履修する場合が多かったのではないかと推測されるが、そこ
での各科目の履修率などは不明である。 
